
資料５

三番瀬環境学習施設等検討委員会の開催状況について 

 

１ 日時  平成２１年７月３１日（金）午後 6 時 00 分～午後 7 時 55 分 

２ 場所  船橋市西部公民館講堂 

３ 概要 

■新委員紹介（島田委員、梅木委員）、第９回検討委員会会議結果報告 

■議  事 

（１）三番瀬再生会議開催結果概要について 

  ○平成 21 年 2 月 7 日に市川市で開催された、市川市所有地における自然再生

に係る合同ワークショップ参加者からの報告を受け、ワークショップでは、

いろいろな制約条件がある中で、様々ないいアイデアが出ており、市川市だ

けではなく県も一緒になって考えなくてはいけないのではないかとの意見が

あった。 

○浦安の三番瀬環境学習施設に関しての主な意見は次のとおり。 

・平成 18 年度に当委員会が取りまとめた報告書を原点として議論するため

にも、参考資料として次回委員会に添付すること。 

 →（事務局）次回会議で添付する。 

・周辺地帯も含めたトータルなデザイン、三番瀬とゆるやかに連続した体験

学習、再生体験の場を創設することが大事で、安全なアクセスとかアプロ

ーチ、人と自然のふれあいの場とか、１年中体験が可能になるような場を

検討すべきである。 

・ 関係機関との調整・意見交換に努力してほしい。 

→（事務局）県として調整する。 

・ 浦安に限らず、今後の三番瀬関連の環境施設でも同じような問題が出て

くると思われるので、観察会などの参加者の安全のための設備（スロー

プやステップなど）の設置についてのガイドラインがあるといいのでは

ないか。 

・安全に水辺に降りられるような何らかのルールを考えていくべきではない

か。 

・再生計画の中の目玉としてこの施設を位置付けるべきだ。 

・護岸・緑地を含めた「環境学習の場」を検討する意味で、関係するＵＲ、

市、県の中でも企業庁、県土整備部といったところも含めてオープンに話

をできる場を設定できないか。 

→（事務局）浦安市などとも十分に調整しながら対応していきたい。 

 

（２）平成２１年度事業実施状況について 

（３）平成２２年度実施計画策定の考え方について 

  ・実施計画については昨年度と同じ流れで策定していく旨事務局から説明し、

了承を得た。  
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  ○ビオトープネットワークについて 

   ・生物多様性の戦略を千葉県は自治体の中で一番早くつくっており、県は、

かなり先駆的に取り組んでいたと思う。国家戦略の中でも生態系ネットワ

ークを形成するということは非常に重要なテーマになっている。ビオトー

プのような形をつないでいくということは非常に重要だと思う。 

・（自然保護課）現在、検討のための資料づくりを進めているところで、次

回にはその案みたいなものについてはご提示できればと思っている。 

 

（４）その他 

  ・施設をつくるだけではだめで、つくった後のメンテナンスが非常に重要であ

る。その旨、市に伝えてほしい。また、外で行う観察会は、安全への配慮が

必要で、非常に難しいことも認識してほしい。 

・生物多様性を話題にする場合は、必ず具体例を入れる配慮が必要。（例：種

類の名前、環境の状況等） 

・施設をつくると同時に、人材育成、人材の活用を、同時並行的に考えていく

ことが必要である。 

・三番瀬に限らず、海の情報を提供する場を検討してほしい。 

 

・次回 10 月下旬開催 

 

 

 

―― 以上 ―― 
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